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　　　　　友入のK君は式の計算が誠に蓮者である1黒板一杯に
、　　、

　　　　はじから計算して行つて決して間違えることがない．時

　　　　に害き誤りを亡て屯，その部分だけを黒板拭でちよいち

　　　　よいと直して最後の式を正してしまう．またもう一人の

　　　　友人A君は，十数人であしを食つて，勘定書を出されte

　　　　瞬間，あつという間に一人分の割り前をいい當でてしま

　　　　う・二桁の藪字の九々を全部暗記しているめである・こ

　　　　のような計算のうまい人の間に伍して，理論物理と，懸

　　　　！用藪學の境のような研究をするのははなはだつらいこと

　　　　導ある．、私ときたら」計算は一度目は必ず聞違えるも¢

　　　　という強い確信を持つている．だからやり直して誤がな

　　　　いと，どうも不安で先に進める氣が出ない．いつかどう

　　　　しても誤が見出されないので，大に困惑して，’K君に見

　　　　て屯らつteら，それでよいのだといわれたことがあつ

　　　　た．してみると私の間違庵統計現象のようなもので，だ

　　　　まには費くじが當るような稀な現象も起る庵のだという

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　ことをさとつた．

　　　　．一このような情ない生れつきの人間が考え出しte逃げ道

　　　　は7・一できるだけ計算を少くしてプ誤があればすぐわかる

　　　　よづな方法を見出すこと以外になwそこで工夫したこ

　　　　とは，計算をできるだけ系統立て，．無駄な計算を極力避

　　　　けるようにして，ぎりぎり必要な計算だけですむようお

　　〆　膳立てをすることである．‘無精物理’とか‘スタイ．リス

　　　　ト’とかいろいろにいわれたが，その裏には蜜は血のに

　　　　じむような苦心がかくされていfeのである．そのような

　　　　計算のす蝋を系統立てるのには・群論という抽象騨

　　　　が御こ立つ．そこで一見はなはだ懸用歎學とは縁の遠い

　　　　群論を使つて，複雑な計算を箪純化ずることを試みた．

　　　　特にその場合都合がよいのは，そこに現われる籔字が非

　　　　常ば必然性を持つたものばかりなので，間違わうにも間

　　　　違いようが斑・，誤ればすぐに氣が附くようなも璽ばか
　　　　　　　　　I　　　　りであるごどである．このようにして，多電子問題を解

　　　　くかなり一般的の方法ができ上つtaので，いよいよ實際

　　　　問題に懸用する段になつて，再び厄介な問題に當面しな

　　　　ければなちなかつた．

　　　　　というのは，量子力學で取扱う微分方程式は，とても

　　　　まと竜には解けない竜ので，近似解法以外に手はない．

　　　　實用上はまテこそれで十分なのである．ところが近似解を

　　　　解析的に求める計算は，そこに現れる数字がまつteく必

　　　　然性に乏しいものばかりだから，一つ間違えば後の計算

　　　　は全然誤つてしまうのであるがプこの誤を見出すことは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　fr　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼J／　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kらな榊むずかい例えば購騨似馳どでも　1
　有名な研究者の計算に誤があることを，T君矩1君が度

　タ指摘している．計算め神様のような方でもその通り，　　　　漏

　私のようなものは逆立ちしてもどうに喝ならない．一
　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　それを十分以上認識しているので，この方法は初から

　一度電試みなかつたのは我ながら自を知るものとして，

　誠に賢明といいtaいところであるが，これはどうも鯨り
　　　　　　　　　　　　　l
　自慢にはならない．その代りに，解析的近似よりはもつ

　と近似度のすぐれtatw値的近似をやつてみようと思い立

　’つk．これは一つは少しでもよいもの，正しい値に近V9噛

　ものを求めたいという殊勝な氣持からでもあつk．計算．

　の下手な奴が歎値計算をやるというのは少々矛盾しtc話
7

　であるが，ζれが計算機械との因縁をつけるのであるか

／ら，しばらくこの愚劣な話しを績けさせていfcだこう．e’

　　まず日高孝衣君の本から始めて，少しつつ微分方程式

　の歎値積分法をしらぺてみると，思つk程面倒なことは

　なさそうである．という¢）で一つ二つ手近な方程式を解

　いてみると，ib×り合すらすら解ける．無昧乾燥な藪字の．

　羅列と思つtcのが，色々小さな工夫を凝らすと，うまく

　行つたり簡箪化されたりして，小刀細工的の興昧はある・

　とV；liわけでしばらく毎日のようにタイガー計算器を回

　していたのであるが、’それもしばらくすると倦怠期に入

　つた．どうも同じような勘定を朝から晩まで繰返してい

　るのは軍調極まる．これは大丈夫のやるやる仕事ではな

　いと悟つたのである．

　　そこで｝≠じめてcomputer，℃やcomputres＄をやと　　　　t

　いスれることに氣がついた・幸い大學という名前の魅力

　で，女子大出の優秀なお嬢さん蓮が來てくれて，大に助

ζ欝灘轟董譲耀纒㌻欝　‘
　できたのであるが，その研究費の額が固定し九ものでな

　く毎年攣動する．三年纒績の研究ならば，三年teつと後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：MPkeタ　は無くなつてしまう．こんな金のことで苦螢していたの　　　、

st ﾅば研究が愉映には進められない．もう一一つの困難は，
　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　
　＝二，三人の計算手をいつも遊ばせずにおくには問題を引

　績き出しておかなければならない．とこちが基礎的計算

　δ部分で引きかかると，それが解決しないうちは籔値計

　算に移れない．もちろん容量の大きい人なら，いくつか’

　の問題を並列に取扱つて，そρすきをうずあるとン）う器

　用な藝當ができようが，一度に一つの問題がやつととい　　，、．

　う私には，これにはまことに閉口しte。これに反しても

／　㌔ 為



野ぎ　　4ワ　、’
㎡．　　　　《㌦・ど一　　、夢

　　　、〆

’”if

@耀

悔

9’プ

隔

●

゜齢

／

さ　’

ノ

第49　第4號
　との方程式ができ上ると，せつがちの私には，今度はま

tt－一度に多量の計算がしfcくなる．それには人手が不足

である．どこかに多藪の熟練した計算手が澤山そろつて
　　　　　　　　fいて，そこへ頼めば，短時間で結果が得られるところが

あるとよい．調本中の計算を引受ければ，甲均してそう

休業するようなこと屯あるまい．各所で少しつつ計算手

　を無理して雇い，そして，しばしば遊ばせているよりは

ずつと熊率的だろう．ということを佐々木達治郎博士に

話しtaら，それなちそういう研究所を作ろうというので

伺博士のお骨折りで，計藪研究所というものが作られ

fこ・　　　　　　　　・　　　　　　，　・

　　しかし人が計算器を回しているのでは如何にもまだる

’つこい・また間違いを鍵けるヒとが困難である・よく二

人に同じ計算を濁立にやらせる方法がとaれるが・不思

譲のgとに，相當熟達した計算手になると，誤る個威は

　きまつていて，二人とも同じところで間違うから，これ

屯餓り信用できる方法ではない．まあいろいろに櫨算の

方式を考えるより仕方がない．そこでこれはどうしても

機械的に誤なく，速かに計算をする方法を研究する外は

ないということを痛感するに至つk．

　　ところが氣・に，當時というと職孚の前，昭和14年

の頃と記憶しているが，電氣工學科の方々にも計算機絨

に興昧を持たれる方があつtcので合同で研究をしようと

いうζとになり，まずどんな庵のができているのか，文

鰍を調べるととから始めtc．電氣から1ち瀬藤象；，輻

田節雄，山田直李の諸先＄，これに力學教室の佐々木達

治郎，雨宮綾夫，志賀亮ならびに私などが加わつて，一

週一度會合して，諸外國の研究を紹介し合つた．これは

』ふなり木攣勾ことだろうど豫想しtcDS，しらべてみると

s計算機械にはアイディアだけのものが多く，實物が作ら

触れて役立つているのは極く少歎であることがわかつた．

そこで結局日本で試作してみようと思い立つたりは，機

械的のものではアBushの微分解析機，　wllburの連立

方程式を解く装置，電氣的のもあではMall・ckのやは

　り蓮立方程式を解く機械が主なものとなつた．ここで機
　　　　　ヤ
棚の方蟷時の継磯所で佐込博士力二主とし礁
當し・験的の方は・千藁警？燭鼠購士が試作する

・ということに話しがきまρた．，ただレその設計には全員・

が滲與していろいろ検討しナこ．瀬藤先生の教示はしば．L　．

ば非常に有釜であつ≠ご例えば，機械のことには全然無

経験の私が，ここの恰好が悪いなどといろいろ思い附き

　の改良案を唱えナこときなど，Bushは十年間も駆ろいう

に研究してここへ落附いたのだからジまず最初は原形を

’まねるぺきであるといわれたことなど，痛い思い出であ

　るや　．　　　，　　　　　　　　1

島，
鰺轟奮．、．　　．汽

　さて十年以上もすでにユコ堅部でめしを食つていながら

不勉彊のfekりで，機械の縫邉を理解するめに大骨を折

t－pt…、高等學綾のとき7渡李歯車のドP　r”をしteきりの
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　私には，歯車にこんないろいろな種類があるのかとまず

　あきれる程度のととから勉強をはじめなければならなか：

　つた．佐々木さんの方の機破は，志賀君の協力で研究が

　進みs．職時申に庵かかわらず，昭和航室計器の試作工場‘

　で，まず積分器4肇の微分解析器が形だけはでき上り，
　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　航研にすえつけて使用してみることになつた．さて實用

　してみるといろいろ具合の悪いことが見出され，あちこ

　ち改造を要することが明かにタつた．トルク潜幅器にま

　きつけるペルトが何がよかろうかと，絃樂器の絃をいろ

　いろ試みてついに琴糸が一番よいということがわかつ

　た．アメリカでは何を用いたのかしらと怪んだりしte．
　　　　　　　　　　　　　　　’N　とにふくいろいろと動かしている中に段々具合よく蓮韓

　するようになつkので，大に自信を得て，衣の4墓の積

　分機を注文して大に張り切つていたのであるが，“これぱ

　完成したまま工場で職災に逢つてしまつナC．志賀君はそ・

　の前すでに鷹召してしまい，次には航研の機械も荷作む

　して疎開するという仕儀になり，硯究は中籔の悲蓮にあ

　つてしまつた．

　　幅田さんの方も，瀬藤さん，山田さんのカスケード式

　というような妙案竜出て，三元一次方程式を解くものば

　一懸でき上つナ乙が，さて電氣というものは教科書に書い

　てあるような簡箪なものでなく，抵抗があつてはまずい

　ところに抵抗があつたり，、逃げてはいげない磁束が漏れ

　feり，なかなか理想的の結合はできないものである。そ

　れである程度以上誤差を少くずることははなはだ困難で

あることがわかつte．鐵心材料，補償画蕗などに備身

　苦心ざれたが，結果ば方程式の係籔の具合で或る場合ば．

　ほとんど誤差がなく，或る場合は2－3％以上の誤差がで

　るという調子で，これを直ちに多元方程式へもつて行く

　ことは畿分躊躇されk。その中やはり職孚のためrこ¢ン

　研究も中止されてしまつtこ・今日，di　gital　machineが

　あのようにはなぱなしく登場してほ，～このanalogne

　machineは影が薄くなつたと思われる。　　、　　　？

　　こんな調子で，われわれの計算機の研究は職事により’

　まつたく中絶されてしまつたゼ職後外國の文献がはいる

　ようになつてみると，その間に諸外國，殊にアメリカで

　はこの方面にすばらしい進歩のあづtaととを知つナご積

　分機が20墓もついて，トルク増幅にも新機癬を用い，・

　シャフトの連結も非常に便利になつた微分解析機；それ

　れにもま・して，100，年分の計算を2週間でやつてのける

　という電子計算機械の話など知るにつけ，日本の遅れ方・

　が痛感され，また経濟力の黙牟ら考え否もとても，ど’う

　もならないという絶望感におそわれてf．すつかり意氣沮

　喪してし“：Kt　）’7q．iそれに航研の後もどうなるかわからず，‘

職後一年位の間は・鵬灘から轍されteよ御ぴで／
　紙と錯筆の基本的計算に湊頭し，藪値計算の方は全ぐプノ

．　ヲソクであつた・，

　　その後航研が理工研として再繊護をすることになり．h．
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　　　佐々木さんが退官されたので，繭田さんと科と縮究捲

　　　任となつて，微分解析機の研究を引きつぐことになつ

　　　te．二工の講師渡邊勝君た厄介な藪値計鐘を要する研究

　　　　　　　　　　　　　　．
　　　をやつてもちつたのが縁となつて，同君が解析機の研究

　　　に興昧を持kれ，專心砺究されるようにな？kので・こ
　　　め研究は順調に進んだ．ついで纏騰別研究生三畑一

　　　純一鴬がこれに協力するようになり，まず荷物を解いて

　　　機械を組み上げこれを蓮輔して，土三の問題を解いてみ

　　　　　　　　　　　？e．し丞しどうも思うような精度が得られない．その原

　　　因を片つばしから調ぺて行くと，いろいろ手を入れなけ

　　　ればならない個所丞あるこ、とがわがつた・それにしても

　　　何しろ素犬の集りだから，不安が多かつたのであるが，．

　　　そこは工學部の有難さ，各方面φ專門家がそろつている

　　　から，いろいろの方を引張つてきて見ていただいてその

　　　忠告を聞くことができて，一多くの鉄隆が見出されたここ

　　　でちよつとわき道へそれるが，病人の診察にもこんなご

　　’〈　とがあるのではなかろうか2結核の名賢はヂレソトゲ

　　　ソ窟虞を主とし，血液の專門家はその方の反懸を診噺の

　　　要素とする’という．kうになつて，署學の專門が分科すれ

　　　にする程，綜合的判蜥は困難になるだろうL－／計算機械の

　　　場合は，都合よく皆さんのお考えに從つて直して行くと

　　　いずれも大に効果があつて，段々によくなつて行つfc．

　　　素人考えで，ここが具合が悪いパ何か專門家にはもつと

　　　　うまい手があるだろうと想像しte個庭が，案外今日の機

　　　講ではそれ以上のものはないというようなこともあつ

　　　ナこ・それに渡邊碧は科と違つて，機械や電氣の知識が豊

　　　かで，工作方画にも趣昧があり，三井田君は工學部出身

　　　だから，私のように頓間なことはなく，なまじ私がつま

　　　らぬ巨出しをしない方がよいことがわかつたので，すつ

　　　かり爾君にまかせkところ，やがて見違える客うに精度

　　　が上つてきた．こんなお笑い話もある．軸を回輻ずる連

　　　度は，計算の都含で，かなり廣V’ee園で攣える必要があ

　　　・る’理エ研では當時直流電源が得にくかつたので，交流

　　　モータt－・’を使用しk．それに攣速モ’タPがいるのであ

　　　るが，これがかなり高償だつたので，私はイソダグショ

　　　’ソ・モーターでよかろうといつたら，・それでは速さが攣

　　　わちないという．何抵抗を入れればよいのだといつたら

　　　そうはいきません・とのこと，どうも臆に落ちないので，

　　　電氣の星合さんにきいたら，やはりインダクショソ・モ

　　　『一ターでは抵抗を加減して速ざを大幅に攣えるこ．とはで

　　　きないとの御宣告客受けて・學生時代，鷹用電氣學の講

　　　義を振つkことが今更後侮され，大に面目を失した衣第

　　　であつた・　　．　　　　　’

　　　　しかし無智もこの程度になるとお愛嬌で，反つて都合

　　　がよいことがある．何しろ專門ほ懸用藪學ということに

　　　なρているので一これもはなはだ怪しいものであるが

　　　工學部にいるときにはどうやら大してぼろを出さずにす

　　　んだのは，無鳥の騙幅であろうか一：一一一外のことは知らな

　　　　　8　　’　，　　　　：
　　　　　　　　凌

、癬磁憾｝：♂

　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　、　　　　・生産・研究

　いでもあまり恥ではないときめこんで，わからないこと

　は誰にでも臆面な亀うかがいを立てることができる．

　きかれた方屯あまりの無智に同情して手をとるように詳
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　り
　しく教えて下さる．ええ面倒だ手傳つて上げようといプー

　方も出てくるようになつて，從來やや≧もすれば困難と

　された違つた方面の方々の協力が簡翠に實現畿ること・

　になつた．このことは理學部へ行つてからも経瞼したこ　　＼

　とで，理論家が實瞼に似たことをしようとして，賀瞼家
　　　　　　　　）　さんにききに行くとジ雪では無理だやつて上げよう、或

　いは理論家に使われては後が大攣，こちらで作つて差上

　、げますζいう調子で，全然信用のないことが…軌・して，

　結局自分では全然手を下さないで，材料屯集まり，小さ

　な装置もできてしまつtcことがある．一捨身の職術，素人　’

　の張身とで屯いうのであろうか．

　　さて理工研の機械も渡邊，三井田爾君の木蜥の努力　　　　”

　で，一一ue十分役立つようになり，追々外部からの委託重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　受けて？かなりi多くの問題を解いte・そうなつてくる≧

　どう園積分機がたつte　4墓という制限がはなはだ不浦に

　なつてくる．その爲解ける問題の種類が限られる．何と

　かしてこれをつやしたいと考えるのは自然である．例え
　　　　　　　　　　　　！　ば核力を湯川型としてその深さと到達距離を攣える問題

　にしても，申心ヵしか取扱えない．テソソルカを入れる

　とすれば，積分機S豪は少くと電必要である．止むを得．’

．° ｸ中心力だけの結果を出しteとごろ，アメリカからも問

　い合せがあつた位であるが，この問題は’Harvard，の

　Schwingerが，同大學得意の．　Markという計算機械で

　完至にといてしまつfc．　．　tsちろ々別にそラ猫創的の研究

　というわけではないから，．あまり口惜しがるほどのこと

　亀ないが，それよケ解析的計算にあれほど葺じている

　Sρhwingerが，この問題を数値的に，計算機で解いた一t

　ところに，大に注目しなけ卸ばならない黙があるであろ

　う・　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　そこでこれを擾張しようとして，まず考え孝のは・こ　　　＼司

　の現存の機械につぎtaすことであるが，この機械，藪年

　間いろいろ手を入れて改遙しtaのであるが，どケも問に

　合わせの手入れではgれ以上期待できない，根本的に作　　　　姻

　り直すに越しteこ：とはない．それと，これは後で誤解に

　よることがわかつたのであるが，理工研では居候の形と

　びがんだteめで，・研究にも不便があつte．そこで新考想

　の機械を生産研にすえつけようということを考えte．瀬

藤さんは挑そもこの融のxcaからお世話にな9てい

　kし；．蒙重さんもまた非常に理解が深く・大に激鋤して

下さるし，所員の謝も臆あ讃齢あつて，・乞Qピ

　とはすらすらと進み，この機擁のtaめに二工の講堂であ　　　　一。

　つた建物の一部を改造して，將來は20墓の積分機をお

　ける位のスペe－一．．スを，基礎Z事から萬事機械の設置，蓮

　韓に適するように改造することができた．そしてこの機

　械のために委員會が作られてpu各部からこの方面の專門

　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　、＼

砥1．。，ere曜禰



騨
　　　　　　　第4総　　第4號

　　　　　家が集つて，設計についても愼重に副議して，まず4塞

　　　　　の積分機をそなえtc機械を獲註して，すでにでき上つて

　　　　　いるはずのところ，再秋の電力事情のteめ少々逞れてし

　　　　　まつナ酪，もう近く完成する豫定である．以後縫績しで

　　　　、積分機を壇して行けば，微分方程式を解くことは，非常

　　　　　に特異のものでない限り，どんな夷のでもお引受けでき

　　　　　ると思う．一方各部分の改良，益髄の計算の組織化，簡

　　　　　輩化についても，鏡意研究を績けている．これとは別に

　　　　　全部を電氣的に操作する解析機が第3部の野村君により

　　　　　作られ7e，これは仕事の早いのが特徴で，そう高い精度

　　　　　を要しない問題で，手早く結果が知りtcいときに便利で
へ　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　’　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　　　ある．例えば∫がラメ’タeの値を攣えて行つて．蓮動

　　　　・が安定から不安定にうつる境を見出すときなどにもつて
　　　　　こい：C一ある．kラメ．一　3e　一の値が大瞳きまつたら，機械

ゾ　　　　的の解析機で精密な結果を出すというように，コソビに

　　　　　して使潜裁まなはだ効果的であろう．このようにして，

　　　　　生産按研の方では研究所全膿の総合研究というところま

　　　　　で獲展して，各方面b所員に協力して完成を期すること

　　　　　となつteので，前途は大いに明るいと期待している．理，

　　　　　工研の方も立派な室が擾供され，委員會が作られて山下

　　　　　次郎君などが研究をつづけられるので，残してきた機械

　　　　　蚊派齢役に立死と顔bしている・　－1

　　　　　計算機戯噺究め動簿ま・自分が灘計算に使いナrい

　　　　　ということであρた・‘だから誰かが作つてくれればよい

　　　　　めだが，そう注文通りに行ふなくなつtこので，やむを得

　　　　　ず自分でやるぎり仕方がな陵ということになつta．しか

　　　　　し結果においてはやはり他人に作つていナこだいtcことと

　　　　　伺等である一：私自身の考案というのは一個所奏ないし，、

ざ一 D鱈蝉導
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第一今でも一人で機械を蓮韓する自信もない・ゴどが申し

わけのようであゐが，それだからこれだけにでき上つた　　　：

と亀いえよう．專門違いのものが，始めから勉強して，

一人で作ラ氣になつteら，自分の能力を秤量して，，とて

もここまで漕ぎつけられなかつたと思う．自分が計算に

　　　　　　　t苦んで，世の中には同じ憂の人も多かろうと思い，また

、このような庵のができれば計算の得意な人にも大に役に

立つことを考え，日本の科學，技術が世界の大勢に逞れ

ず進むには，’ ﾇうして庵このようなものが必要であると

いう信念が，何年も執拗に持ちつづけた念願が，全く非

力の私に，この研究を形の上では績けさせ，研究所め主

要な研究項目の』つとして取り上げられて，優秀な研究

者の協力にようて，強力に推進させるところ’：lf”（i’きtc．　／

そういうと，科學の研究にもはなはだ非科學的の要素が

あるということになりかねないが，これは例外的の事態

であろう．　　　　　　　　　　　・

　今日では計算機械の重要さはか勧深趨職されてい．

る．私の家の希望は電子計算機を作りteいことである．

・この方は虞室管回路とか∫Storage髪置とか，私には機．

械より更に苦手なわからないことだらけである．しかし

この芳のエッキスーパr一トで1電子計算機に興昧を持クて

いる方々は少くない．渡邊，三井田爾君もその方の勉張

にはおさおさ怠りがない♂外國の研究も段々誘とまつて

來オこから，亀う金さえあれば日本でも製作できるところ

にきでいると思われる。微分解析機とはまfe別な意昧で

非常に役に立つこのdigital－eomputgrをξうかして日

本爾ど二かに作り上げなくては，私の執念は消散しそう

もない。（27．1」’　24）

騨

、

　鋳物の凝固速慶∵ニ…一一・一一…・・∴一・

　サイクPン牧塵装置………・∵・・……………渡邊

　t．　　　　　　　　　　　　　　加端
　超普波探傷器………………・…∴・・……，・…：禽一Ag

　　　　　　／　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　’

　　　　一その飾化への塑一一．丹勿
　4イ如波導波管の壁の表面損失の測定・，齋藤成文

・化學的蜆礁業購絵・一・・一………・・高橋武維

　技術メモ　　　　　　　　　ー　’／

　　：F一渉色による膜厚の測定……………・・…1安野　惟夫

　　クーロン滴定法………………・…∴・……：木本　浩二

1そめ他灘翻研嬬報・＝…一一ス等
゜fl

　　　　　　　　　　　　　　　申7一一一一一

　　　　次　號　豫　告（5月號）
　　　　　　　　　　　、．

Fラス橋の耐力∵…1・・……　　　　　　－t岡本

．　　・一一市川橋の試験結果一

燃料宗ンプ・プジンジヤーの超仕上……・竹中　規雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　釜子　好主

　　　　　　　　　　　　　　　　　千々岩健児

森脇義雄・猪瀬搏典著

「分布結合回路の帯域濾波特性」

　生産技術研究報告　第2巻　第5號豫告

　結合回路だ帯域濾演特性を示すことは集中定藪回路

についてはよて知られており，また分布結合回路につ　　　　，

いて庵線路の損失を無硯し起場合についてはある程度

朗らかにされているtしかし分布結合回路を實際に使　　　　，

用するときには線路の損失および絡端イソピ嗣ダンス　　・

が特性に犬きい影響を與えるので，これを考慮に入れ

て複雑な計算を毬行し，回路のQゴ結合指藪，離額度

等を適當直れば漉絡端繕麟・開聯結傘回
蹄，開放煙絡端結合回路等の周波数特性がすべて集中．、

定藪結合回路と同じ形の式で表されることを示し，こ　　｝

れらの回路の設計に必要な閣係を導いてある、

　　　着干の増刷分がありますから頒布御希望の方は當所　　　　　　　’

　　　業務課まで御申出下さい。（代金は實喪申受）

　　　なお1’巻1號から2巻4號までの発についても同樽i　　、

　　“で，いつでも申出に磨じるようになつて擁ます。一　　　　蹴
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